
平成２４年６月

国立大学法人群馬大学

１．随意契約見直し計画の概要

２．フォローアップの結果

平成23年度実績は平成18年度実績に比較して，

　① 競争性のある契約方式においては，金額で約6,733百万円減少，件数は31件の増

　② 競争性のない随意契約においては，金額で約48百万円の増加，件数は15件の減少

金額の主な増要因は、複数年契約による次年度以降分（169百万円）が含まれているため。

となっている。

金額の主な減要因は、平成１８年度には、病院再開発に伴う医療機械の更新（4,321百万円）及び小型重粒子線照射装置（3,305
百万円）があったため。

平成２３年度における随意契約の見直し状況のフォローアップについて

　随意契約見直し計画については，国立大学法人群馬大学の契約は競争入札が原則であり，随意契約は例外との原点に立ち帰り，平成18年

度に締結した随意契約について点検・見直しを行い，随意契約によることが真にやむを得ないものを除き，速やかに一般競争入札等による

契約に移行することとしたものである。



（注１）図中の「企画競争等」は不落・不調随契，企画競争及び公募を実施したものである。
（注２）図中の※【　】書は，当該年度における「競争性のある契約方式」又は「競争性のない随意契約」の契約全体に占める割合である。
（注３）平成２３年度実績における競争性のない随意契約は主に光熱水料、医療用血液・ＲＩ薬品等である。

競争入札 競争入札
13,777百万円(181件)6,529百万円(203件)
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① 国立大学法人群馬大学における平成22年度の競争性のある契約方式の状況

○　22年度実績においては，18年度実績に比較して「競争性のある契約方式」の契約全体に占める割合が，金額ベースでは10ポイント
　減少し，件数ベースでは7ポイント増加している。

競争性のある
契約方式合計

金額 ※【88%】
     13,500百万円
件数 ※【65%】

            177件

競争性のない随意契約
金額※【12%】1,864百万円
件数※【35%】 94件

競争性のある
契約方式合計

金額 ※【78%】
    6,768百万円
件数 ※【72%】
          208件

競争性のない随意契約
金額※【22%】1,912百万円
件数※【28%】 79件

対18年度増▲減
金額※【＋10%】

＋48百万円
件数　※【▲7%】

    ▲15件

対18年度増▲減

金額 ※【▲10%】
       ▲6,733百万円

件数 ※【＋7%】
+31件

競争性のない随意契約
金額※【10%】1,474百万円
件数※【31%】 83件

競争性のある
契約方式合計

金額 ※【90%】
     13,890百万円
件数 ※【69%】

            188件



（注１）

（注２） 図中の「企画競争等」は不落・不調随契，企画競争及び公募を実施したものである。
（注３） 図中の※【　】書は，当該年度における「競争性のない随意契約」の随意契約全体に占める割合である。
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競争性のない随意契約

競争性のない随意契約
499百万円(5件) 529百万円(7件)

1,335百万円(87件)

529百万円(7件)

113百万円(7件)
企画競争等

競争性のない随意契約

1,587百万円(90件)

68百万円(5件)
競争入札等

同一所管公益法人等とは，国立大学法人群馬大学の主務省と同一の所管に属する公益法人，独立行政法人，再就職者のいる民間
法人等である。その他の者とは，同一所管公益法人等以外の者である。

23年度実績18年度実績 見直し計画(18年度実績ﾍﾞｰｽ)

競争性のない随意契約

随意契約計(競争入札等を除く)

945百万円(76件)

② 国立大学法人群馬大学における平成23年度の随意契約の状況

○　23年度における随意契約を同一所管公益法人等又はその他のものと締結したものに区分し，18年度実績と比較すると，「競争性の
  ない随意契約」については，前者が約30百万円の減，後者が約78百万円の増となっている。
     ※その他の者との随意契約の約78百万円の増には、複数年契約による次年度以降分（169百万円）が含まれています。

競争性のない
随意契約合計

金額　※【94%】
      1,864百万

円
件数　※【93%】
          94件

対18年度増▲減

金額　※【▲5％】
        48百万円
件数　※【+1％】
          ▲15件

競争性のない
随意契約合計

金額　※【93%】
   1,474百万円
件数　※【92%】
          83件

競争性のない
随意契約合計

金額　※【89%】
      1,912百万円
件数　※【94%】
          79件


